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第 3 章 新入生および保護者対象調査の結果報告         

     －奨学金・学生寮に関する集計結果－          
 

（1）問題・目的 
 

本章では、新入生および保護者を対象とした調査の中から、奨学金制度および学生寮に

関する調査項目を取り上げ、それぞれの現状を明らかにし、昨年度の結果と比較して、今

後の課題や展開を示唆することを目的とする。具体的には、以下の 2点について明らかに

する。 

1. 新入生のうち、どのような学生が奨学金を認知しているのか、奨学金の受給経験が

あるのか、学生寮を認知しているのかを明らかにし、本学の奨学金制度および学生

寮の今後の課題や展開を示唆する。 

2. 保護者のうち、どのような保護者が奨学金を希望しているのか、学生寮への入寮を

希望しているのかを明らかにし、本学の奨学金制度および学生寮の今後の課題や展

開を示唆する。 

 

 

（2）方法 
 

 調査対象者、調査時期、質問項目については、調査の概要に記載されているため、省略

する。 

 

 

（3）奨学金に関する結果 
 

① 新入生の結果 

どのような学生が、奨学金について認知しているのかを明らかにするため、奨学金の認

知×奨学金の受給経験、兄弟の人数、住んでいる場所、学生寮の認知のクロス表を作成し

た。奨学金の認知、学生寮の認知は、それぞれの中で、一つでも認知していれば「知って

いる」とした。結果を表 1-1～1-4 に示す。

これまでに奨学金を受けたことがある場合は、奨学金の認知度が高く、これまでに奨学

金を受けたことがない場合は、奨学金の認知度が低いことが示された。これは昨年度と同

様の結果であった。

表1-1　奨学金受給歴 と 奨学金認知度 のクロス表
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兄弟姉妹の人数と奨学金認知との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年度

と同様の結果であった。

出身地と奨学金認知との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年度と同様の

結果であった。

学生寮について認知している場合は、奨学金の認知度が高く、学生寮について認知して

いない場合は、奨学金の認知度が低いことが示された。これは昨年度と同様の結果であっ

た。

また、どのような学生が、奨学金の受給経験があるのかを明らかにするため、奨学金の

受給経験×兄弟の人数、住んでいる場所、学生寮に対する認知のクロス表を作成した。そ

れぞれの結果を表 2-1～2-3 に示す。

表1-2　兄弟姉妹人数 と 奨学金認知度 のクロス表

表1-3　出身地 と 奨学金認知度 のクロス表

表1-4　学生寮の認知度 と 奨学金認知度 のクロス表
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兄弟姉妹の人数と奨学金の受給経験との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度

の結果では、兄弟姉妹の人数が多いほうが、奨学金の受給経験が高いことが示されていた

が、今年度の結果からは、そのような関連は認められないといえる。 

 

出身地と奨学金の受給経験との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年度と

同様の結果であった。 

 

 

学生寮について認知している場合は、奨学金の受給経験が多く、学生寮について認知し

ていない場合は、奨学金の受給経験が少ないことが示された。昨年度の結果では、有意な

関連は認められなかったが、今年度の結果では、学生寮の認知と奨学金の受給経験に関連

が見られた。

 

 

 

表2-1　兄弟姉妹の人数 と 奨学金受給歴 のクロス表

表2-2　出身地 と 奨学金受給歴 のクロス表

表2-3　学生寮認知度 と 奨学金受給歴 のクロス表
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②保護者の結果 

どのような保護者が、子どもの奨学金を希望しているかを明らかにするため、奨学金の

希望×奨学金の受給経験、奨学金の認知、学生寮に対する認知、世帯年収、家計支持者の

年収、父親の就労形態、母親の就労形態、家計支持者の属性、入学後の暮らし向きのクロ

ス表を作成した。それぞれの結果を表 3-1～3-9 に示す。

過去に奨学金を受けたことがある場合は、奨学金の希望が多いことが示された。これは

昨年度と同様の結果であった。

奨学金の認知が高い場合は、奨学金の希望が多いことが示された。これは昨年度と同様

の結果であった。

 学生寮について認知している場合は、奨学金の希望が多いことが示された。これは昨年

度と同様の結果であった。

表3-1　奨学金経験 と 奨学金希望群 のクロス表

表3-2　奨学金認知 と 奨学金希望群 のクロス表

表3-3　学生寮認知 と 奨学金希望群 のクロス表
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世帯年収が低い場合は、奨学金の希望が多いことが示された。これは昨年度と同様の結

果であった。

表3-4　世帯年収 と 奨学金希望群 のクロス表
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家計支持者の年収が低い場合は、奨学金の希望が多いことが示された。これは昨年度と

同様の結果であった。

 父親の職業と奨学金の希望との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度の結果で

表3-5　家計支持者の年収 と 奨学金希望群 のクロス表

表3-6　父親の職業 と 奨学金希望群 のクロス表
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は、父親がフルタイムで勤務している場合は奨学金の希望が少なく、父親がいない場合は、

奨学金の希望が多いことが示されたが、今年度は、このような違いは認められなかった。 

 母親の職業と奨学金の希望との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度の結果で

は、母親が無職の場合は、奨学金の希望が少ないことが示されたが、今年度の結果では、

このような違いは認められなかった。 

 家計支持者が父親の場合は、奨学金の希望が少なく、家計支持者が母親の場合は、奨学

金の希望が多いことが示された。これは昨年度と同様の結果であった。

表3-7　母親の職業 と 奨学金希望群 のクロス表

表3-8　家計支持者 と 奨学金希望群 のクロス表
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 入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じている場合は、奨学金の希望が多く、ゆとり

があると感じている場合は、奨学金の希望が少ないことが示された。これは昨年度と同様

の結果であった。

 

 

（4）学生寮に関する結果 

 

①新入生の結果 

どのような学生が、学生寮を認知しているのかを明らかにするため、学生寮の認知×奨

学金の受給歴、兄弟の人数、住んでいる場所のクロス表を作成した。学生寮の認知は、一

つでも認知していれば「知っている」とした。それぞれの結果を表 4-1～4-3 に示す。

奨学金受給経験がある方が学生寮の認知が高く、奨学金受給経験がない方が、学生寮の

認知が低いことが示された。昨年度の結果では、奨学金の受給経験と学生寮の認知の間に、

有意な関連は認められなかったが、本年度の結果では、このような関連が認められた。

 

表3-9　入学後の暮らし向き と 奨学金希望群 のクロス表

表4-1　奨学金受給歴 と 学生寮認知度 のクロス表
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兄弟姉妹の人数と学生寮の認知との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年

度と同様の結果であった。

出身地と学生寮の認知との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年度と同様

の結果であった。

 

 

②保護者の結果 

どのような保護者が、子どもの学生寮への入寮を希望しているかを明らかにするため、

学生寮への入寮の希望×奨学金の受給経験、奨学金の認知、学生寮に対する認知、世帯年

収、家計支持者の年収、父親の就労形態、母親の就労形態、家計支持者の属性、入学後の

暮らし向きのクロス表を作成した。それぞれの結果を表 5-1～5-9 に示す。

 

表4-2　兄弟姉妹人数 と 学生寮認知度 のクロス表

表4-3　出身地 と 学生寮認知度 のクロス表
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奨学金受給歴と学生寮への入寮の希望との間には、有意な関連は見られなかった。これ

は昨年度と同様の結果であった。

奨学金認知と学生寮への入寮の希望との間には、有意な関連は見られなかった。これは

昨年度と同様の結果であった。

学生寮を知っている場合は、学生寮への入寮の希望が多く、知らない場合は、学生寮へ

の入寮の希望が少ないことが示された。これは昨年度と同様の結果であった。 

 

表5-1　奨学金経験 と 学生寮希望 のクロス表

表5-2　奨学金認知 と 学生寮希望 のクロス表

表5-3　学生寮認知 と 学生寮希望 のクロス表



59 

 世帯年収と学生寮の希望との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度の結果では、

世帯年収が低い場合は、学生寮への入寮の希望が多いことが示されたが、今年度の結果で

は、学生寮への入寮希望者は、必ずしも世帯年収が低いとは言えないことが示唆された。 

 

表5-4　世帯年収 と 学生寮希望 のクロス表
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 家計支持者の年収と学生寮の希望との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度の

結果では、家計支持者の年収が低い場合は、学生寮への入寮の希望が多いことが示された

が、今年度の結果では、学生寮への入寮希望者は、必ずしも家計支持者の年収が低いとは

言えないことが示唆された。 

 

表5-5　家計支持者の年収 と 学生寮希望 のクロス表
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父親の職業と学生寮希望との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年度と同

様の結果であった。

母親の職業と学生寮希望との間には、有意な関連は見られなかった。これは昨年度と同

様の結果であった。

 

表5-6　父親の職業 と 学生寮希望 のクロス表

表5-7　母親の職業 と 学生寮希望 のクロス表
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 家計支持者と学生寮の希望との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度の結果で

は、母親が家計支持者の場合のほうが、学生寮の希望が高かったが、本年度の結果では、

家計支持者が父親の場合も、学生寮への入寮の希望が高い様子が示された。

 入学後の暮らし向きと学生寮の希望との間には、有意な関連は見られなかった。昨年度

の結果では、入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じている場合のほうが、学生寮への

入寮の希望が多かったが、今年度の結果では、ゆとりがあると感じている場合でも、学生

寮への入寮を希望する割合が高いことが示された。 

 

  

表5-8　家計支持者 と 学生寮希望 のクロス表

表5-9　入学した後の暮らし向き と 学生寮希望 のクロス表
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（5）考察と今後の課題 
 

①奨学金に関する考察と今後の課題 

 奨学金についての新入生の結果をまとめると、これまでに奨学金の受給経験があるもの、

学生寮について認知しているものは、奨学金の認知が高いことが示された。昨年度の調査

でも同様の結果が見られており、今年度の結果も、昨年度に沿った結果と考えられる。 

また、奨学金の受給経験について、昨年度の結果では、兄弟姉妹の人数が多いものは、

奨学金の受給経験があることが示されたが、今年度の結果では、この結果は見られなかっ

た。一方、昨年度は見られなかった結果として、今年度の結果では、学生寮について認知

しているものは、奨学金の受給経験があることが示された。学生寮は、経済支援の一環で

あるが、奨学金の受給経験があるものは、他の経済支援に対する認知も高いものと考えら

れる。 

 次に、奨学金についての保護者の結果をまとめると、これまでに奨学金の受給経験があ

るもの、奨学金・学生寮について認知しているもの、世帯年収・家計支持者の年収が低い

もの、家計支持者が母親のもの、入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じているものは、

奨学金の希望者が多いことが示された。昨年度の調査でも同様の結果が見られており、今

年度の結果も、昨年度に沿った結果と考えられる。 

新入生と保護者の結果とあわせて考えると、奨学金や学生寮について認知しているもの

は、これまでにも奨学金を受給したことがある場合が多く、大学在学時も奨学金が必要な

ものが多いのではないかと考えられる。また、世帯年収・家計支持者の年収が低いものや、

入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じているものは、総じて、奨学金支援が必要と考

えられ、保護者からの希望も高いのではないかと考えられる。これらのことから、必要と

される対象に、経済的支援を行っていくことはもちろん重要であるが、それと同時に、奨

学金と学生寮の両方を享受するような重複は、支援をより多く受ける者と受けられなかっ

た者の格差を生じさせる可能性もあるため、他の経済的支援との兼ね合いも考慮した総合

的な支援を行うことも課題であろう。 

 

 

②学生寮に関する考察と今後の課題 

学生寮についての新入生の結果をまとめると、学生寮の認知と、兄弟姉妹の人数、出身

地との間には、有意な関連は見られなかったことから、これらの関連は小さなものではな

いかと考えられる。昨年度の調査でも同様の結果が見られており、今年度の結果も、昨年

度に沿った結果と考えられる。 

次に、保護者の結果をまとめると、学生寮について認知しているものは、学生寮への入

寮希望者が多いことが示された。この結果は、奨学金の希望と同様の結果であり、このこ

とから、学生寮の情報を学生や保護者に広く提供していくことが必要ではないかと考えら

れる。一方、昨年度は、世帯年収・家計支持者の年収が低いもの、家計支持者が母親のも

の、入学後の暮らし向きにゆとりがないと感じているものは、学生寮への入寮の希望者が

多いことが示されたが、今年度の結果では、これらの関連は認められなかった。これは、

必ずしも経済的な理由から学生寮への入寮を希望するわけではなくなってきていること

を示唆するものと考えられる。本学には 3つの学生寮があるが、各寮において、機能や特

徴が異なり、経済的支援の他、教育的支援、他者との共生の場としての機能をもつ「お茶

大 SCC」もある。学生寮にこうした経済的支援以外の意義が認められてきたことで、年収

が低くない場合でも入寮を希望する家庭が見られるのではないだろうか。したがって、そ

れぞれの学生寮の特徴、対象等を分かりやすく明示し、各自のニーズにあった学生寮を選

択できるよう、情報提示を行っていくことが課題と考えられる。 
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（6）まとめ 
 

本章では、新入生および保護者を対象に、奨学金と学生寮の現状と課題について検討し

た。その結果、主に、以下の 2点が示唆された。 

第 1に、これまでに奨学金の受給経験があるもの、奨学金の必要性が高く、奨学金や学

生寮について認知しているものは、奨学金の希望が多いことが示された。 

第 2に、学生寮について認知しているものは、学生寮への入寮希望が多いことが示され

た。また、今年度、新たに見られた結果として、年収が高い場合でも、学生寮への入寮を

希望しており、必ずしも経済的な理由から学生寮への入寮を希望するわけではないことが

示唆された。 

 これらのことから、奨学金や学生寮は共に経済的支援の一環ではあるが、求められる層

が異なり、奨学金は、経済的理由から求められる一方、学生寮は、経済的な面にあわせて、

教育的機能などの他の機能も担っており、より広い層に求められているのではないかと考

えられる。したがって、奨学金や学生寮の個々の違いや対象についての情報を、より分か

りやすく提示していくことが課題と考えられる。 
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